
　
2022年８月期  第２四半期決算短信〔日本基準〕（連結）

2022年４月14日

上場会社名 株式会社ココナラ 上場取引所  東

コード番号 4176 ＵＲＬ  https://coconala.co.jp/

代表者 （役職名）代表取締役社長CEO （氏名）鈴木　歩

問合せ先責任者 （役職名）執行役員CFO （氏名）松本　成一郎 ＴＥＬ  03(6712)7771

四半期報告書提出予定日 2022年4月14日 配当支払開始予定日 －

四半期決算補足説明資料作成の有無：有

四半期決算説明会開催の有無      ：有

（百万円未満切捨て）

（１）連結経営成績（累計） （％表示は、対前年同四半期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属する

四半期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％

2022年８月期第２四半期 1,787 － △448 － △447 － △447 －

2021年８月期第２四半期 － － － － － － － －

（注）包括利益 2022年８月期第２四半期 △448百万円（－％） 2021年８月期第２四半期 －百万円（－％）

１株当たり
四半期純利益

潜在株式調整後
１株当たり
四半期純利益

円 銭 円 銭

2022年８月期第２四半期 △19.47 －

2021年８月期第２四半期 － －

総資産 純資産 自己資本比率

百万円 百万円 ％

2022年８月期第２四半期 3,677 2,130 53.8

2021年８月期 － － －

（参考）自己資本 2022年８月期第２四半期 1,977百万円 2021年８月期 －百万円

年間配当金

第１四半期末 第２四半期末 第３四半期末 期末 合計

円 銭 円 銭 円 銭 円 銭 円 銭

2021年８月期 － 0.00 － 0.00 0.00

2022年８月期 － 0.00

2022年８月期（予想） － 0.00 0.00

（％表示は、対前期増減率）

営業収益 営業利益 経常利益
親会社株主に帰属
する当期純利益

１株当たり
当期純利益

百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 百万円 ％ 円 銭

通期 3,650 － △1,290 － △1,290 － △1,292 － △57.74

１．2022年８月期第２四半期の連結業績（2021年９月１日～2022年２月28日）

（注）１.　2022年８月期第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、2021年８月期第２四半期の数
値及び対前年同四半期増減率については記載しておりません。

２.　2022年８月期第２四半期累計期間の潜在株式調整後１株当たり四半期純利益については、潜在株式は存在す
るものの、１株当たり四半期純損失であるため記載しておりません。

（２）連結財政状態

（注）2022年８月期第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、2021年８月期の数値については記載
しておりません。

２．配当の状況

（注）直近に公表されている配当予想からの修正の有無：無

３．2022年８月期の連結業績予想（2021年９月１日～2022年８月31日）

（注）2022年８月期第２四半期連結会計期間より連結財務諸表を作成しているため、対前期増減率については記載してお

りません。



①  期末発行済株式数（自己株式を含む） 2022年８月期２Ｑ 23,382,700株 2021年８月期 22,380,500株

②  期末自己株式数 2022年８月期２Ｑ －株 2021年８月期 －株

③  期中平均株式数（四半期累計） 2022年８月期２Ｑ 22,969,229株 2021年８月期２Ｑ 20,474,000株

※  注記事項

（１）当四半期連結累計期間における重要な子会社の異動（連結範囲の変更を伴う特定子会社の異動）：有

新規  1社  （社名）CSP1号投資事業有限責任組合、除外  －社  （社名）－

（２）四半期連結財務諸表の作成に特有の会計処理の適用：無

（３）会計方針の変更・会計上の見積りの変更・修正再表示

①  会計基準等の改正に伴う会計方針の変更        ：有

②  ①以外の会計方針の変更                      ：無

③  会計上の見積りの変更                        ：無

④  修正再表示                                  ：無

（４）発行済株式数（普通株式）

※  四半期決算短信は公認会計士又は監査法人の四半期レビューの対象外です

※  業績予想の適切な利用に関する説明、その他特記事項

　本資料に記載されている業績見通し等の将来に関する記述は、当社が現在入手している情報及び合理的であると判

断する一定の前提に基づいており、その達成を当社として約束する趣旨のものではありません。また、実際の業績等

は様々な要因により大きく異なる可能性があります。
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１．当四半期決算に関する定性的情報

（１）経営成績に関する説明

　当第２四半期連結累計期間におけるわが国経済は、新型コロナウイルス感染症拡大が長期化する中、全国のワク

チン接種者数が増加したものの収束は未だ見通せず、依然として先行き不透明な状況が続いております。

　このような環境の下、当社におきましては、プロダクト機能開発に注力する一方、マスメディア等を通したユー

ザー層の取り込みを強く推進するべく、2021年８月より開始したTVCMを2022年１月に一新し、日本全国を対象とし

たTVCMを実施しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の流通高は5,964,026千円、営業収益は1,787,992千円、営業損失は

448,122千円、経常損失は447,403千円、親会社株主に帰属する四半期純損失は447,148千円となりました。

　セグメントごとの経営成績は、次のとおりであります。

①　ココナラ

　「ココナラ」においては、2021年８月より開始したTVCMを2022年１月に一新し放映することで、引き続き積極的

なマーケティング投資による購入者の登録数の拡大を図っております。特に制作・ビジネス系の成長が全体の流通

高の伸びをけん引しております。

　この結果、営業収益は1,615,737千円、セグメント損失は432,770千円となりました。

②　ココナラ法律相談

　「ココナラ法律相談」においては、ユーザーと弁護士のマッチング精度・量ともに順調であることから有料登録

弁護士数が拡大しており、これを背景として弁護士からの広告収入である固定の利用料も成長しております。

　この結果、営業収益は172,255千円、セグメント損失は12,671千円となりました。

（２）財政状態に関する説明

　①資産、負債及び純資産の状況

（資産）

　当第２四半期連結会計期間末における資産合計は3,677,737千円となりました。

　この主な内訳は、現金及び預金の2,815,063千円であります。

（負債）

　当第２四半期連結会計期間末における負債合計は1,547,128千円となりました。

　この主な内訳は、預り金が802,174千円、前受金が488,195千円、未払金が215,567千円であります。

（純資産）

　当第２四半期連結会計期間末における純資産合計は2,130,609千円となりました。

　この主な内訳は、資本金が1,193,224千円、資本剰余金が2,338,194千円、利益剰余金が△1,553,933千円であり

ます。

　②キャッシュフローの状況

　当第２四半期連結会計期間末における現金及び現金同等物は、2,815,063千円となりました。各キャッシュ・フ

ローの状況とそれらの要因は次のとおりであります。

（営業活動によるキャッシュ・フロー）

　営業活動によるキャッシュ・フローは、683,884千円の支出となりました。これは主に税金等調整前四半期純損

失447,403千円及びTVCMによる広告宣伝等にかかる未払金の減少額253,874千円等によるものであります。

（投資活動によるキャッシュ・フロー）

　投資活動によるキャッシュ・フローは、64,686千円の支出となりました。これは投資有価証券の取得による支出

34,641千円及び本社増床に伴う設備投資等による有形固定資産の取得による支出30,045千円によるものでありま

す。

（財務活動によるキャッシュ・フロー）

　財務活動によるキャッシュ・フローは、244,734千円の収入となりました。これは主に非支配株主からの払込み

による収入150,000千円及び新株予約権の行使による株式の発行による収入90,234千円によるものであります。

- 2 -

株式会社ココナラ（4176）2022年８月期 第２四半期決算短信



（３）連結業績予想などの将来予測情報に関する説明

　当社グループは、2022年８月期第２四半期より四半期連結財務諸表をしておりますが、通期連結業績予想につき

ましては、2022年８月期通期の個別の業績予想に与える影響につきましては、軽微であることから、2021年10月15

日付「2021年８月期 決算短信」にて公表いたしました2022年８月期通期の個別の業績予想と同額としています。

　なお、当該業績予想につきましては、当社が現在入手している情報及び合理的であると判断する一定の前提に基

づいており、実際の業績等は様々な要因により異なる場合があります。
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（単位：千円）

当第２四半期連結会計期間
（2022年２月28日）

資産の部

流動資産

現金及び預金 2,815,063

売掛金 226,162

前払費用 101,323

その他 184,744

流動資産合計 3,327,293

固定資産

有形固定資産

建物 102,682

工具、器具及び備品 82,892

減価償却累計額 △57,651

有形固定資産合計 127,923

投資その他の資産

差入保証金 182,858

長期前払費用 1,160

投資有価証券 34,677

その他 3,823

投資その他の資産合計 222,520

固定資産合計 350,443

資産合計 3,677,737

負債の部

流動負債

未払金 215,567

未払費用 20,947

未払法人税等 10,414

前受金 488,195

預り金 802,174

ポイント引当金 3,501

クーポン引当金 6,316

流動負債合計 1,547,117

固定負債

繰延税金負債 11

固定負債合計 11

負債合計 1,547,128

純資産の部

株主資本

資本金 1,193,224

資本剰余金 2,338,194

利益剰余金 △1,553,933

株主資本合計 1,977,486

その他の包括利益累計額

その他有価証券評価差額金 24

その他の包括利益累計額合計 24

新株予約権 4,500

非支配株主持分 148,598

純資産合計 2,130,609

負債純資産合計 3,677,737

２．四半期連結財務諸表及び主な注記

（１）四半期連結貸借対照表
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年９月１日

至　2022年２月28日）

営業収益 1,787,992

営業費用 2,236,114

営業損失（△） △448,122

営業外収益

受取利息 14

受取還付金 743

その他 90

営業外収益合計 847

営業外費用

支払利息 128

営業外費用合計 128

経常損失（△） △447,403

税金等調整前四半期純損失（△） △447,403

法人税、住民税及び事業税 1,147

四半期純損失（△） △448,550

非支配株主に帰属する四半期純損失（△） △1,401

親会社株主に帰属する四半期純損失（△） △447,148

（２）四半期連結損益計算書及び四半期連結包括利益計算書

（四半期連結損益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年９月１日

至　2022年２月28日）

四半期純損失（△） △448,550

その他の包括利益

その他有価証券評価差額金 24

その他の包括利益合計 24

四半期包括利益 △448,525

（内訳）

親会社株主に係る四半期包括利益 △447,148

非支配株主に係る四半期包括利益 △1,377

（四半期連結包括利益計算書）

（第２四半期連結累計期間）
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（単位：千円）

当第２四半期連結累計期間
（自　2021年９月１日

至　2022年２月28日）

営業活動によるキャッシュ・フロー

税金等調整前四半期純損失（△） △447,403

減価償却費 13,572

差入保証金償却額 2,981

受取利息 △14

支払利息 128

売上債権の増減額（△は増加） 42,923

前払費用の増減額（△は増加） △52,928

長期前払費用の増減額（△は増加） △204

未払金の増減額（△は減少） △253,874

未払費用の増減額（△は減少） 212

未払法人税等（外形標準課税）の増減額（△は減

少）
△17,347

未払消費税等の増減額（△は減少） △81,732

前受金の増減額（△は減少） 134,236

預り金の増減額（△は減少） 54,380

ポイント引当金の増減額（△は減少） 907

クーポン引当金の増減額（△は減少） 680

その他の流動資産の増減額（△は増加） △61,725

その他の流動負債の増減額（△は減少） 282

小計 △664,923

利息の受取額 14

利息の支払額 △99

法人税等の支払額 △18,875

営業活動によるキャッシュ・フロー △683,884

投資活動によるキャッシュ・フロー

有形固定資産の取得による支出 △30,045

投資有価証券の取得による支出 △34,641

投資活動によるキャッシュ・フロー △64,686

財務活動によるキャッシュ・フロー

新株予約権の行使による株式の発行による収入 90,234

新株予約権の発行による収入 4,500

非支配株主からの払込みによる収入 150,000

財務活動によるキャッシュ・フロー 244,734

現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △503,836

現金及び現金同等物の期首残高 3,318,899

現金及び現金同等物の四半期末残高 2,815,063

（３）四半期連結キャッシュ・フロー計算書

- 7 -

株式会社ココナラ（4176）2022年８月期 第２四半期決算短信



（４）四半期連結財務諸表に関する注記事項

（継続企業の前提に関する注記）

該当事項はありません。

（株主資本の金額に著しい変動があった場合の注記）

該当事項はありません。

（追加情報）

（収益認識に関する会計基準等の適用）

　「収益認識に関する会計基準」（企業会計基準第29号 2020年３月31日。以下「収益認識会計基準」という。）

等を第１四半期会計期間の期首から適用し、約束した財又はサービスの支配が顧客に移転した時点で、当該財又

はサービスと交換に受け取ると見込まれる金額で収益を認識することとしております。これにより当社が提供す

るカスタマー・ロイヤルティ・プログラムについて、従来は付与したポイントの利用に備えるために、将来利用

されると見込まれる額をポイント引当金として計上しておりましたが、付与したポイントを履行義務として認識

し、将来の失効見込み等考慮して算定された独立販売価格を基礎として取引価格の配分を行う方法に変更してお

ります。

　収益認識会計基準等の適用については、収益認識会計基準第84項ただし書きに定める経過的な取扱いに従って

おり、第１四半期会計期間の期首より前に新たな会計方針を遡及適用した場合の累積的影響額を、第１四半期会

計期間の期首の利益剰余金に加減し、当該期首残高から新たな会計方針を適用しております。

　この結果、当第２四半期連結累計期間の営業収益は5,564千円減少し、営業費用は8,311千円減少し、営業利

益、経常利益及び税金等調整前四半期純利益はそれぞれ2,746千円増加しております。また利益剰余金の当期首残

高は5,595千円増加しております。

　また、収益認識会計基準等を適用したため、前事業年度の貸借対照表において、「流動負債」に表示していた

「ポイント引当金」は、第１四半期会計期間より契約負債に該当するものを「前受金」に含めて表示することと

いたしました。

（時価の算定に関する会計基準等の適用）

　「時価の算定に関する会計基準」（企業会計基準第30号 2019年７月４日。以下「時価算定会計基準」とい

う。）等を第１四半期会計期間の期首から適用し、時価算定会計基準第19項及び「金融商品に関する会計基準」

（企業会計基準第10号 2019年７月４日）第44－２項に定める経過的な取扱いに従って、時価算定会計基準等が定

める新たな会計方針を、将来にわたって適用することといたしました。これによる四半期財務諸表への影響はあ

りません。
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（単位：千円）

報告セグメント

その他（注１） 合計（注２）
ココナラ

ココナラ
法律相談

計

営業収益

顧客との契約から生じる収益 1,615,737 172,255 1,787,992 － 1,787,992

その他の収益 － － － － －

外部顧客への営業収益 1,615,737 172,255 1,787,992 － 1,787,992

セグメント間の内部営業収益

又は振替高
－ － － － －

計 1,615,737 172,255 1,787,992 － 1,787,992

セグメント損失（△） △432,770 △12,671 △445,442 △2,680 △448,122

（セグメント情報等）

【セグメント情報】

当第２四半期連結累計期間（自　2021年９月１日　至　2022年２月28日）

１．報告セグメントごとの営業収益及び利益又は損失の金額に関する情報並びに収益の分解情報

（注）１． 「その他」の区分は、報告セグメントに含まれない事業セグメントであり、投資事業を含んでお

ります。

２. セグメント損失の合計額は、四半期連結損益計算書上の営業損失と一致しております。

（追加情報）

報告セグメントの変更等に関する事項

　当社の報告セグメントは、前事業年度までは「ココナラ」事業のみの単一報告セグメントとしてセグメン

ト情報の記載を省略しておりましたが、当該報告セグメントに含まれる事業セグメントである「ココナラ法

律相談」の占める割合が大きくなったため、第１四半期累計期間から新たな報告セグメントとして開示する

方法に変更しております。そのため、報告セグメントを従来の単一セグメントから「ココナラ」、「ココナ

ラ法律相談」の２区分に変更し、セグメント情報の開示を行うことといたしました。

（重要な後発事象）

該当事項はありません。
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